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Abstract: For the Greenhouse gases Observing SATellite (GOSAT) product validation, National Institute for 
Environmental Studies (NIES) had deployed lidar systems at two Total Carbon Column Observing Network 
(TCCON) sites of Saga (33.2°N，130.3°E) and Lauder (45.0°S，169.7°E), and has been observing mainly 
vertical profiles of aerosol and thin cirrus. In addition, NIES installed a Mie lidar sytem at one more TCCON site of 
Rikubetsu (43.5°N，143.8°E) in 2015. Recent observational results with these lidars system are presented. 
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1. はじめに	 
 
2009 年 1 月に打ち上げられた温室効果ガス観

測技術衛星 (GOSAT，いぶき )に搭載のフーリエ変
換分光計 (TANSO-FTS)の観測データから導出さ
れる CO2と CH4のカラム平均濃度 (XCO2，XCH4)
に影響を与えることがあるエアロゾルや薄い巻

雲を主な対象として，高分解能フーリエ変換分光

計 (FTS)が設置されている Total Carbon Column 
Observing Network (TCCON)サイトの佐賀 (33.2°
N， 130.3°E)，Lauder(45.0°S， 169.7°E)におい
て，国立環境研究所が主体となってライダー観測

を行っている．また 2015 年には，同じく  TCCON
サイトである陸別 (43.5°N， 143.8°E)において，
ライダー観測を開始した．   
上記 3 箇所で使用されているミーライダーは，

送信部には Nd:YAG を使用しており，受信部で

532 nm と 1064 nm の後方散乱光をそれぞれ光電
子増倍管，アバランシェフォトダイオードで受信

する．また，532 nm においては偏光解消度の観測
も行っている .なお，佐賀にはオゾン DIAL も設置
している．  
ここでは，各ライダーの最近の観測成果につい

て報告する．  
  

2. 各ライダーの観測成果	 
 

2.1 Lauder での観測成果	 

Lauder では 1992 年から観測を続けており，と
くに成層圏における火山灰や硫酸エーロゾルの

長期的な変動の監視 1)2)に貢献している．  
 
2.2 佐賀での観測成果	 

	 2011 年から運用を開始した佐賀のミーライダ
ーの観測結果から，エーロゾルや巻雲によって

TANSO-FTS による XCO2が地上の FTS による値
に比べて，それぞれ過少，過大になる傾向がある

ことが示された 3)．また，2015 年 3 月 22 日には
高度 2 km 以下において，高濃度のオゾンとエー
ロゾルが同時に観測された 4)．  
 

2.3 陸別での観測事例	 

陸別では 2015 年 4 月からミーライダーの観測
を開始した。  

2016年 5月 18日から 20日にかけての観測にお
いて，シベリアの森林火災によって発生した煙が

観測された．Fig.1 に 18 日，19 日の 532 nm にお
けるエーロゾルのライダー比 (消散係数 /後方散乱
係数 )を 65 sr5)として求めた後方散乱比の時間高

度断面図を示す．なお，時間分解能と距離分解能

はそれぞれ 30 分，60 m とした．532 nm における
高度 1 km から 15 km までのエーロゾルの光学的
厚さを求めたところ，18 日の 15 時から 16 時 30
分および 19日 10時から 13時の時間帯に 1.0を超
えていた．  
また，国立環境研究所の敷地内で現在開発中の



GOSAT-2プロダクト検証用ライダー 6)でも 5月 19
日夜に高度約 2 km において，エーロゾルの層が
観測された．後方流跡線解析 7)の結果，そのエー

ロゾルは北海道東部を 18 日に通過してつくばに
到達したものであることが示唆された (Fig.2)．な
お，そのエーロゾルの 532 nm におけるライダー
比を N2 ラマン散乱を利用して求めたところ概ね

60 sr 程度であった．  
	 

3. おわりに	 
	 

これらのライダーによる観測データを引き続

き GOSAT プロダクトの精度向上や物質輸送モデ
ルの評価等に役立てていきたい．また，陸別にお

けるシベリアの森林火災起源の煙の観測事例に

ついて，他の観測機器のデータも含めてさらなる

解析を進めていきたいと考えている．  
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Fig.1 Time-altitude cross sections of 
backscattering ratio at 532 nm over Rikubetsu on 
18 (upper panel), 19 (middle panel) and 20	 
(lower panel) May 2016. 

Fig.2 Backward trajectory ending at 2000 m altitude 
over Tsukuba, 12UTC 19 May 2016. 


